
必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ３－１　スポーツ振興施策の体系化 Ｎｏ． 39

事 業 名 実施内容の定期的な見直し 担当課 社会教育課

各イベント・大会において、参加者数や参加者の満足度、運営上の課題を評価し、その結果を
生かした実施内容の改善を図ります。

対象(誰を・何を)

市民

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 7 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

3 4 2 3 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

市民ひとり１スポーツを目指す。

事業評価の結果を活用し、市民が楽しんでできるスポーツ振興施策を体系的・計画的に推進する。

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

事業評価に基づき、市民ニーズに合ったスポーツの推進を図ってください。

心身の健康づくりにつながる生涯スポーツ・運動の習慣化、子どもたちの基礎的な体力・運動
能力の定着、地域に根差したスポーツ環境づくりを重点に、スポーツの効用を様々な観点から
考え、計画的に事業を推進した。

・阿波シティマラソン
　令和8年2月22日　阿波市役所周辺（公認コース）702名参加（ハーフマラソンほか）
・阿波市スポーツフェスティバル
　令和7年12月13日　吉野スポーツセンター　45名参加（対象：小学生）
・阿波市スポーツ少年団ジュニア駅伝大会
　令和7年12月7日　阿波市役所周辺　25チーム参加
・阿波市スポーツ推進委員派遣
　令和7年6月7日　阿波市障がい者スポーツレクリエーション大会　19他回派遣

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

気軽に楽しめるスポーツ、体力維持のた
めのスポーツ、アスリートのためのス
ポーツなど、市民個々のニーズに合った
スポーツ、そのための施設・設備の提供
を図る。また、令和8年度は阿波シティ
マラソンに代わるイベントとしてジュニ
ア駅伝大会の内容を見直し開催する予定
である。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ３－１　スポーツ振興施策の体系化 Ｎｏ． 40

事 業 名 全市的な推進組織の運営、理解促進 担当課 社会教育課

市民に向けて、市スポーツ推進委員、スポーツ協会、総合型地域スポーツクラブの活動内容等
情報発信を行い、普及を図ります。

対象(誰を・何を)

スポーツ推進委員、スポーツ協会、総合型地域スポーツクラブ

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 7 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

3 3 3 3 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

スポーツ協会、スポーツ推進委員、総合型地域スポーツクラブが連携する。
活動内容については、市民が運動することを身近に感じられるよう普及推進を図る。

広報誌やケーブルテレビで情報発信し、ニュースポーツ等の普及に努める。
スポーツ協会や総合型地域スポーツクラブの会員の増加を図る。

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

市民が運動を身近に感じられるよう、普及啓発を一層推進し、運動習慣の定着に努めてくださ
い。

〇総合型地域スポーツクラブ　団体（会員数202人）
　あわスポーツクラブ（吉野町:90人）
　あわ遊くらぶ（土成町：35人）
　AWAにじいろクラブ（阿波町：77人）
〇スポーツ協会　団体数106　人数1,854人
〇スポーツ推進委員派遣回数　19回（各地区老人クラブ・小学校特別支援学級など）
〇阿波市スポーツフェスティバル　45名

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

スポーツ協会、各競技団体や総合型地域
スポーツクラブの紹介など、広報活動や
周知を行う。総合型スポーツクラブは、
補助金に頼らない運営を目指す。また、
中学校の運動部が地域の中学校運動部の
受け皿になることができないか課題を整
理する必要がある

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ３－２　スポーツ施設の整備充実・有効利用 Ｎｏ． 41

事 業 名 スポーツ施設の整備充実及び有効活用 担当課 社会教育課

施設・設備の更新、維持管理に努めます。

市民のニーズの変化に応じ、スポーツ施設の一層の有効利用と充実、予約方法の改善を図りま
す。

市外運動部、スポーツチームの受入れを推進します。

業務委託の推進や指定管理者制度の導入を検討します。

対象(誰を・何を)

市民・市外運動部

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 7 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

3 3 2 2 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

市外運動部の合宿の受入れと市内運動部との交流を図り、阿波市のスポーツの活性化を推進す
る。また、施設や設備の維持管理に努める。

市外運動部の受入れの相談窓口を設置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
市外運動部の受入れを視野に入れた施設整備や維持管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

市外運動部の合宿受入れを推進するとともに、施設の状況を踏まえ、適切な管理に努めてくだ
さい。

○吉野ウォーターパーク改修工事　15,730千円（令和６年度繰越分）
〇市内中学校部活動合宿　　２件

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

計画的な施設整備を図り、市外運動部の
合宿受入れを推進し、市外運動部との交
流を図りながらスポーツの活性化を推進
する。しかし、本市の財政状況を考慮す
ると多額の費用を要する施設整備につい
ては施設のあり方を踏まえたうえで細か
く吟味する必要がある。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ３－３　幅広いスポーツ活動の普及促進 Ｎｏ． 42

事 業 名 競技力向上支援事業 担当課 社会教育課

徳島駅伝大会の成績向上、各種大会出場支援を推進します。

対象(誰を・何を)

徳島駅伝阿波市選手団・全国大会出場者

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 7 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

3 3 2 3 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

徳島駅伝の成績の向上と全国大会出場者の支援

小・中学生の育成強化はもとより、年間を通じて社会人選手の育成強化を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
全国大会出場者への補助金交付を行う。

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

今後も、阿波市民の全国大会出場者の支援と、徳島駅伝の選手の強化、育成、発掘に取り組ん
でください。

○徳島駅伝阿波市選手団
　４月～３月強化練習会
　８月～１２月合同練習会

○全国大会出場補助金交付実績　７６件　　１，１４０千円

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

競技人口が減少していく状況の中で、選
手の確保に努めるとともに、駅伝選手の
確保として小学校の段階から育成を図
る。また、徳島駅伝は主催者から運営へ
の協力を求められることから協力員の確
保に苦慮している。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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必要性(市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。)

 さらに重点化する

 現状のまま継続する

 見直しのうえ継続する

 事業の縮小を検討する

 休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ３－４　スポーツ団体・指導者の育成 Ｎｏ． 43

事 業 名 スポーツ団体・指導者の育成 担当課 社会教育課

総合型地域スポーツクラブの運営を支援します。

各種スポーツ少年団の活動の充実を図ります。

親子ニュースポーツ体験、高齢者ニュースポーツ体験を通して指導者の育成を行います。

対象(誰を・何を)

総合型地域スポーツクラブ、スポーツ少年団、スポーツ推進委員

意図と結果(どういう状態にしたいのか・求めるもの)

具 体 施 策

(Plan)

令和 7 年度

事業実績状況

(Do)

有効性(施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。)

事 業 の 評 価

(Check) 経済・効率性(事務効率化・コスト縮減しているか。)

目標達成度(計画どおり目標を達成できたか。)

必要性有効性効率性達成度 総合評価

4 3 2 3 B

教育委員会評価

(二次評価)

事 業 概 要

事 業 の 対 象

子どもたちに幼少期から運動の楽しさを体感してもらうことで、運動への意欲を引き出し、ス
ポーツ少年団やスポーツクラブへの加入に繋げていく。

総合型地域スポーツクラブに対し補助金を交付するとともに、各クラブの運営についての見直
し・検討を行うことで、自主運営を見据えた運営支援をする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
阿波市ジュニア駅伝の開催及び各部門の見直しを行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
スポーツ推進委員の派遣事業を通して、幅広い世代にニュースポーツを体験してもらい、普及
に努める。

総 合 評 価 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

魅力あるスポーツ団体の構築に向けて、質の高い指導者育成に努めてください。

○総合型地域スポーツクラブ　　　会員数　２０２名
　あわスポーツクラブ（吉野町･･･９０人）　補助金額 ４８２，０００円
　あわ遊クラブ（土成町･･･３５人）　　　　補助金額 ４０５，０００円
　AWAにじいろクラブ（阿波町･･･７７人）　 補助金額 ４６１，０００円

○阿波市ジュニア駅伝
　実施部門
　①男子の部(１３チーム)　②女子の部(３チーム)　③低学年の部(８チーム)
○スポーツ推進委員派遣回数　２０回（各地区老人クラブほか）

事業の方向性
課題や今後
の方針
(Action)

阿波シティマラソンに代わるイベントと
して「阿波市ジュニア駅伝」の拡大や総
合型スポーツクラブの自主運営に向けた
指導が課題である。

かなり減少減少横ばい増加

できていないあまり寄与していない概ね寄与する十分寄与する

できていないあまり寄与していないできている十分できている

できていないあまり寄与していないできている十分できている
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